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　3　金婚夫婦表彰式
　4　佐敷城跡観月会
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　5     戦没者追悼式／祝 100 歳
　6　まちのわだい

12　保健センターだより／町民体育祭結果
13　芦北に残る文化遺産
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秋
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風
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大野国見地区



支
え
合
い
、と
も
に
歩
ん
だ
50
年

第
54
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
式

　

昭
和
37
年
に
結
婚
さ
れ
、
今
年
、
結
婚

50
周
年
を
迎
え
た
夫
婦
を
対
象
に
、
９
月

11
日
、
第
54
回
熊
本
日
日
新
聞
社
金
婚
夫

婦
表
彰
式
が
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
﨑
町
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
夢
を
持
っ

て
60
周
年
記
念
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
町
内
１
０
２
組
の
金
婚
夫
婦

を
代
表
し
、
本
村
等
さ
ん
・
サ
チ
子
さ
ん

夫
妻
（
市
居
原
）
が
主
催
者
の
熊
本
日
日

新
聞
社
の
和
田
事
業
局
次
長
に
「
こ
こ
ま

で
来
れ
た
の
は
多
く
の
皆
様
の
ご
指
導
と

友
情
と
励
ま
し
の
賜
物
で
あ
り
、
感
謝
で

い
っ
ぱ
い
で
す
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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芦北町町民栄誉賞
第１号

藤井瑞希さんへ
ロンドン五輪銀メダリスト

　

芦
北
町
湯
浦
出
身
（
平
生
）
で
ロ
ン
ド

ン
五
輪
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
銀

メ
ダ
リ
ス
ト
の
藤
井
瑞
希
さ
ん
に
10
月
６

日
、芦
北
町
町
民
栄
誉
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

授
与
式
に
は
藤
井
さ
ん
と
所
属
す
る
ル

ネ
サ
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
徳
田
輝
久
副

部
長
、
藤
井
さ
ん
の
両
親
の
藤
井
一
豊
・
や

よ
い
さ
ん
、
藤
井
瑞
希
後
援
会
の
幹
部
が
出

席
し
ま
し
た
。
竹
﨑
町
長
か
ら
縦
42
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
59
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
真

ち
ゅ
う
に
銀
メ
ッ
キ
加
工
を
施
し
た
特
注

の
表
彰
状
と
勲
章
、
副
賞
と
し
て
１
０
０
万

円
が
藤
井
さ
ん
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
﨑
町
長
は
「
す
で
に
熊
本
県
民
栄
誉

賞
や
熊
本
市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
功
労
賞
が
贈

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
賞
の
決
定
は
前
者
の

２
つ
よ
り
も
町
民
栄
誉
賞
が
早
か
っ
た
ん

で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
賞
状
を
作
ろ
う
と

特
別
に
あ
つ
ら
え
た
た
め
、
贈
呈
が
遅
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
瑞
希
ち
ゃ
ん
の

功
績
は
芦
北
町
に
と
っ
て
も
長
い
歴
史
の

▲田浦地区の金婚夫婦の皆さん

▲湯浦地区の金婚夫婦の皆さん

▲佐敷地区の金婚夫婦の皆さん
▶
吉
尾
・
大
野
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

▲桜の花の中に芦北町の町章を
　装飾した町民栄誉賞の勲章

▶
授
与
式
の
出
席
者
と
歓
談
す
る

　
藤
井
さ
ん

中
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
く
快
挙
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
功
績
を
た
た
え
、
栄
誉
賞
を
創

設
し
ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
。
藤
井
さ
ん

は
「
熊
本
県
民
栄
誉
賞
と
熊
本
市
ス
ポ
ー

ツ
功
労
特
別
賞
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
私

に
と
っ
て
芦
北
町
が
一
番
の
故
郷
な
の

で
、
こ
の
賞
を
頂
け
た
こ
と
を
す
ご
く
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ん

に
元
気
や
勇
気
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
自

分
の
姿
勢
を
貫
き
、
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

▲約８kg の表彰状を掲げる藤井さんと竹﨑町長
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に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
、
き
ず
な
の
里

で
狩
野
琇
鵬
先
生
を
講
師
に
能
体
験
出

前
講
座
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

な
ど
約
40
人
が
能
の
文
化
や
歴
史
を
学

び
ま
し
た
。
最
後
に
、
希
望
者
が
能
の

面
を
か
ぶ
る
体
験
を
し
ま
し
た
。
体
験

し
た
参
加
者
は
「
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た

能
の
面
を
つ
け
る
と
い
う
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。
面

を
つ
け
る
と

視
野
が
と
て

も
狭
く
歩
き

辛
か
っ
た
で

す
」
と
感
想

を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
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芦
北
町
の
秋
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た

佐
敷
城
跡
観
月
会
が
９
月
28
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
竹
﨑
町
長
の
祝
砲
で
幕
を

開
け
た
会
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
タ
イ

捨
流
剣
術
、葦
北
鉄
砲
隊
に
よ
る
演
武
、

芦
北
太
鼓
保
存
会
の
演
奏
が
あ
り
ま
し

た
。
舞
台
は
、
狂
言
み
の
る
会
に
よ
る

狂
言
「
清
水
」、
喜
多
流
喜
秀
会
に
よ

る
能
「
花
月
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
敷
城
跡
二
の
丸
広
場
に
集
ま
っ
た

約
３
０
０
人
の
観
客
は
心
地
よ
い
秋
風

を
感
じ
な
が
ら
、
暗
闇
に
浮
か
び
上
が

る
舞
台
の
登
場
人
物
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
時
と
狂
言
時
に

小
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
来
場
者
の
願

い
が
通
じ
た
の
か
、
能
の
上
演
中
は
雨

が
止
み
、
観
客
は
最
後
ま
で
観
月
会
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

観
月
会
に
先
立
ち
、「
能
」
を
身
近

▲かがり火を前に演じられた能「花月」

▶
面
を
つ
け
て
歩
く
参
加
者

佐
敷
城
跡
で
薪た

き
ぎ
の
う能を
鑑
賞

▲花を捧げる参列者

▲アンコールに応え演奏する第８音楽隊

祝
１
０
０
歳　

芦
北
町
戦
没
者
追
悼
式

67
回
目
の
平
和
へ
の
誓
い

田川シズノさん（田浦１）中山キクエさん（大尼田）
　９月 15 日に 100 回目の誕生日を迎えました。
この日は、田川さんの自宅に３人の妹、子ども、
親戚が集まり 100 歳を祝いました。田川さんは
現在、田の浦荘に入所しており、そこから見える
田浦の景色が一番好きだそうです。「皆さんに支
えられてここまで生きて来れました。ありがとう
ございます。田の浦荘ではテレビでのスポーツ観
戦や入所者の皆さんとワイワイおしゃべりしたり
して楽しくのんびり過ごしています。頭をたくさ
ん使い、何でも食べるのが長生きの秘訣だと思い
ます」と話してくれました。

　９月 23 日、子どもや孫が自宅に集まり 100 歳
を祝いました。３年前に突然倒れて入院し、寝た
きりの状態だった中山さん。リハビリに積極的に
取り組み、家族も驚くほどの早さで回復し、今で
は杖なしでも歩けるほど元気になりました。現在
は、ショートステイやデイサービスを利用し、友
だちと話をしたり、体操や踊ったりするのが楽し
いそうです。「80 歳過ぎまで毎日歩いていたおか
げで今も足腰が強く、元気でいられるのかもしれ
ません。皆さんにお世話になり幸せに暮らしてい
ます」と話してくれました。

　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
に
お
い
て

９
月
21
日
、
平
成
24
年
度
芦
北
町
戦
没

者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。式
に
は
、

遺
族
や
来
賓
５
６
０
人
が
出
席
し
、
戦

争
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
１
，
２
４
３
人

の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
竹
﨑
町
長

は
「
祖
国
の
た
め
に
、
尊
い
一
命
を
捧

げ
ら
れ
た
英
霊
の
心
情
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
平
和
を
愛
し
、
町
民
一
人
一
人

が
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
社
会
実
現
の
た
め
全
力
を

尽
く
し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
遺
族
を
代
表
し
て
田
浦
遺
族
会
会

長
の
若
山
誠
一
さ
ん
は
「
戦
後
67
年
と

い
う
長
い
歳
月
が
流
れ
て
も
、
毎
年
こ

の
日
を
迎
え
る
度
に
遺
族
に
と
り
ま
し

て
は
思
い
を
新
た
に
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
遺
族
会
の
定
め
と

し
て
戦
争
と
平
和
の
教
訓
の
下
、
英
霊

の
鎮
魂
に
務
め
て
参
り
ま
す
。
厳
粛
な

中
、
滞
り
無
く
式
典
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

  

午
後
か
ら
は
熊
本
市
に
駐
屯
す
る
陸
上

自
衛
隊
第
８
師
団
第
８
音
楽
隊
に
よ
る

演
奏
会
が
同
会
場
で
行
わ
れ
、
美
空
ひ

ば
り
メ
ド
レ
ー
や
戦
時
歌
謡
曲
、
葦
北

鉄
砲
隊
の
曲
が
披
露
さ
れ
、
７
８
０
人

の
来
場
者
が
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

う
た
せ
船
に
乗
っ
て
水
俣
病
を
学
ぶ

　

水
俣
病
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
９
月
22
日
、「
う
た
せ
船
で

水
俣
病
を
学
ぶ
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
で
５
回
目
。
町
内
外
か
ら

の
参
加
者
62
人
が
計
石
港
か
ら
６
隻
の

う
た
せ
船
に
乗
船
し
、
海
上
か
ら
チ
ッ

ソ
水
俣
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
各
船

頭
か
ら
当
時
の
状
況
や
最
近
の
漁
業
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
説
明
後

は
う
た
せ
網
漁
や
太
刀
魚
釣
り
を
体

験
。
下
船
後
は
、
芦
北
漁
協
前
で
う
た

せ
船
で
獲
れ
た
魚
介
類
を
使
っ
た
料
理

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

午
後
は
、場
所
を
女
島
活
力
推
進
セ

ン
タ
ー
に
移
し
、講
演
会
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。最
初
に
田
代
美
穂
さ
ん
（
大

野
中
３
年
）と
藪
下
真
央
さ
ん（
田
浦
中

３
年
）が
水
俣
病
に
つ
い
て
の
作
文
を

発
表
し
、
環
境
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、「
甦
よ
み
が
え

っ
た
不
知
火
海
」
と

題
し
、
前
水
俣
病
連
合
会
会
長
の
佐
々

木
清
登
さ
ん
（
沖
）
が
講
演
し
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
「
水
俣
病
が
発
生
し
た

当
時
、
漁
業
で
は
生
活
で
き
な
い
と
、

北
九
州
に
働
き
に
出
た
。
そ
こ
で
体
調

が
悪
く
な
っ
て
も
水
俣
出
身
と
は
言
え

な
か
っ
た
。
水
俣
病
患
者
の
苦
し
み
は

な
っ
た
も
の
に
し
か
分
か
ら
な
い
。
２

度
と
こ
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
も
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
の

講
演
を
熱
心
に

聞
く
参
加
者

▶
田
代
さ
ん

▶
藪
下
さ
ん

▶
船
長
か
ら
水
俣
病
や
海
の
汚
染
、
漁
獲

　

量
な
ど
の
説
明
を
受
け
る
参
加
者

▼
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ま ち の わ だ いま ち の わ だ い

　９月は町内の保育所（園）や小学校で運動会が行
われ、お父さん、お母さんやおじいちゃん、おばあ
ちゃんが大声で子どもたちを応援する微笑ましい光
景が見られました。９月 29 日に開催予定だった湯
浦小学校の運動会は台風の影響で 10 月１日に延期
になりました。延期したことにより心配された観客
は運動場に用意されたテントに入りきれないほどで
した。この日は快晴で、子どもたちは練習した成果
を元気いっぱいに披露していました。低学年による
くまモン体操や全校児童による赤白応援合戦、高学
年による組体操などの競技には大勢の家族がカメラ
を運動場に向け声援を送っていました。

　芦北町出身で、現在、兵庫県在住の町田幸三郎さ
んが、９月 14 日に芦北町役場を訪れ、７月 12 日
の豪雨災害のためにと自らチャリティー路上ライブ
で集めたお金を義援金として竹﨑町長に手渡しまし
た。「床上浸水した白岩の実家で片付けも行った。
芦北の被災者のために何かできないかと考え、友人
たちと行動を起こしました」と町田さん。今でも東
日本大震災で被害を受けた石巻市のために、ライブ
を行い義援金を送り続けています。竹﨑町長は「今
回の豪雨災害は河川の決壊、道路、農地崩壊など大
きな爪痕を残しました。頂いた義援金は有効に使わ
せてもらいます」とあいさつしました。

故郷のために義援金元気いっぱいよーいドン

竹﨑町長に義援金を手渡す町田さん（左）リレーのバドンを手に懸命に走る湯浦小児童

穀物のカロリーについて説明を受ける参加者女島沖地区では道路が 35cm 冠水し、床下浸水の被
害が出ました

　保健センターが実施している健康講座がきずなの
里で行われました。この健康講座は定期的に開催し
ていて、一つのテーマに１カ月で３回、講座を行い
ます。９月 12 日から始まった講座のテーマは「高
血圧予防」。血圧が上がる原因や、どのような食べ
物にどのくらいの塩分が含まれているかなどを保健
師が参加者に詳しく説明しました。芦北町の健康診
断の結果では、40 歳代よりも 50 歳代、50 歳代よ
りも 60 歳代と年齢が上がるにつれて血圧の高い人
の割合が増えています。説明を受けた後は、参加者
それぞれが前日の食事のカロリーと塩分を確認しま
した。次回の健康講座は「糖尿病」をテーマに 10
月 23 日から始まる予定です。

　大型で猛烈な台風 16 号は９月 16 日夜から 17 日
の朝方にかけて九州に接近し、芦北町では、台風が
通り過ぎた後に海岸部を中心に高潮被害が発生しま
した。この台風の芦北町通過時の気圧は 940hPa で
最大瞬間風速は 25．１m/sでした。
　被害は床上浸水が２世帯（平生）、床下浸水が 13
世帯（福浦、沖、計石西、田浦町２、田浦町３）、
県道（計石、鶴木山）の冠水が４カ所、町道（沖、
福浦、平生）の冠水が３カ所ありました。高潮警報
は９月17 日の午前０時過ぎに、暴風警報は午前４時
前に出されました。風雨や波の影響はそれほどでも
ありませんでしたが、午前９時25 分の満潮の時間と
重なった影響で高潮被害となりました。

　佐敷小４年生 40 人が社会科見学の一環として、
水の学習をするため 10 月４日、芦北町浄水場を訪
問しました。児童たちは学校の授業でダムや川の水
から飲み水ができるまでを学習してきました。最初
に芦北町上下水道課の職員が水ができる行程を説明
し、水量や消毒薬などを管理するコンピュータ室や
井戸などを見学。１日にどのくらいの飲み水ができ
るのか、どのくらい消毒はしているのかなどを質問
しました。最後に井戸から汲み上げている原水を飲
みました。児童たちは「芦北の水道水は安全できれ
いだと分かった。原水は冷たくておいしかったです」
と感想を話してくれました。

浄水機場の原水を試飲する佐敷小の児童

小中学校をボランティア清掃

　熊本県建設業協会芦北支部が９月 15 日、芦北・
津奈木・水俣の小中学校でボランティア清掃作業を
行いました。芦北町内では、町内の業者 28 人が湯
浦中、湯浦小、佐敷中、大野中、田浦中、吉尾小で
樹木の剪定や側溝などの清掃作業を実施しました。
芦北支部は、毎年海水浴シーズン前に海水浴場の清
掃活動をしていますが、今年は各学校から要望を聞
いて、重機がなければやりにくい場所での作業を行
いました。田浦中では、道路や電線まで覆っていた
木の枝を高所作業車を使いチェーンソーで切り落と
し、生徒たちが気持ちよく勉強できる環境を整備し
ていました。

高所作業車で高い場所の剪定をするボランティア員

水道水を勉強しよう

台風 16 号による高潮被害 高血圧を予防しよう
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　芦北町と芦北町国際交流協会は、平成 10 年
から熊本県の事業でカンボジアからの研修員を
受け入れています。今回のホームさんで 13 人
目の受け入れとなります。来年の１月まで佐敷
小で研修を受けます。

　芦北の皆さん、はじめまして。私の名前はホーム・
マリンダです。カンボジアのコンポンスプー県から来
ました。10 年間小学校の教師をしています。専門は
音楽です。週末はいつもカンボジアの首都プノンペン
で仲間と一緒にバンド活動をしています。キーボード
とエレキギターを弾くのが大好きです。
　芦北町には日本の教育システムを学ぶために来まし
た。特に音楽指導を学ぶためです。日本の教育システ
ムはとても進んでいます。先生はいろいろと工夫して、
たくさんの教材を使って子どもたちにわかりやすく教
えています。毎日の授業が驚きの連続です。しっかり
研修してカンボジアの教育に生かしたいです。
　私は８月１日に熊本に来て、１カ月間熊本市で日本

語の研修を受けました。その時は日本食は私の口に合
わず、あんまり食べられませんでしたが、最近は慣れ
て食べられるようになりました。一番驚いたのは日本
では生の魚を食べることです。カンボジアには刺身は
ありません。魚が新鮮ではないからです。刺身は少し
食べれるようになりましたが、日本のビーフステーキ
が大好きです。
　芦北町で研修できてとても幸せです。芦北町は山が
とてもたくさんありますね。海もあります。とてもい
いところです。芦北の人たちは私にとても親切にして
くれます。日本語は難しいのでまだ上手に話せません
が勉強しています。来年の１月まで芦北町にお世話に
なります。よろしくお願いします。

ホーム　マリンダ
Hum  Malinda

芦北町の皆さんはじめまして省エネルギー設備へのモデル導入の補助金申し込み受付中

①スマートメーター（注１）
②ＬＥＤ照明など　
③蓄電池・地中熱利用システム・エネファーム（注２）

　県内の住宅に、次の①〜③の省エネ設備などを導
入し、省エネ効果などについて県に報告していただ
ける人に補助金を交付します。

　県内の事業所などに、次の①〜③の省エネ設備
などを導入し、省エネ効果などについて県に報告
していただける人に補助金を交付します。
①スマートメーター　
②ＬＥＤ照明など　
③蓄電池・地中熱利用システム・自家消費型
太陽光発電システム

補助内容

省エネ設備などの種類 補助金額
①＋②＋③ 19 万円
①＋③（②を導入済の場合） 17 万円
②＋③（①を導入済の場合） 17 万円
③（①、②を導入済の場合） 15 万円

募集期間
７月 27 日（金）〜 12 月 28 日（金）
※先着順になります（補助予定件数 150 件）

補助内容

省エネ設備などの種類 補助金率
①＋②＋③

３分の１

（上限 200

万円）以内

①＋③（②を導入済の場合）
②＋③（①を導入済の場合）
③（①、②を導入済の場合）

募集期間
７月 27 日（金）〜 12 月 28 日（金）
※先着順になります　（補助予定件数 35 件）

◆住宅用補助内容・募集期間 ◆中小企業用補助内容・募集期間

（注１）省エネルギー推進を目的とした電気使用量の見える高機能型の
電力メーターを含んだシステムのこと。（注２）家庭用燃料電池のこと。

＊問い合わせ先
　熊本県　エネルギー政策課 ☎０９６（３３３）２３２０

障
害
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
は
、
虐
待
に
よ
っ

て
障
害
者
の
権
利
や
尊
厳
が
脅
か
さ
れ
る

こ
と
を
防
ぐ
法
律
で
10
月
１
日
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、

精
神
障
害
（
発
達
障
害
を
含
む
）
の
あ
る

人
や
、
そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
害
が

あ
る
人
で
す
。

通
報
義
務

　

障
害
者
虐
待
に
気
付
い
た
人
に
は
、
芦

北
町
福
祉
課
の
窓
口
へ
の
通
報
義
務
が
あ

り
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
の
早
め
の
対
応
や

支
援
が
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
障
害
者
の
発

見
だ
け
で
な
く
、
虐
待
し
て
い
る
家
族
な

ど
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

障
害
者
虐
待
の
種
類

　

障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
を
次

の
３
種
類
に
分
け
て
い
ま
す
。

○
養
護
者
・
家
族
・
親
族
な
ど
に
よ
る
障

害
者
虐
待

○
障
害
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど
に
よ
る
障

害
者
虐
待

○
使
用
者（
障
害
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
）

に
よ
る
障
害
者
虐
待

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

障
害
者
福
祉
係 

　

☎
（
８
２
）２
５
１
１（
内
線
１
５
３
）

葦
北
郡
選
手
団
健
闘

　

９
月
15
日
、
16
日
に
、
第
67
回
熊
本
県

民
体
育
祭
が
菊
池
郡
市
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
葦
北
郡
は
、
軟
式
野
球
と

空
手
道
が
惜
し
く
も
準
優
勝
。
そ
の
他
多

く
の
団
体
競
技
で
も
入
賞
し
ま
し
た
。
個

人
で
も
陸
上
競
技
や
水
泳
で
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。
総
合
で
は
、県
内
20
郡
市
中
、

10
位
（
前
回
大
会
５
位
）
の
成
績
で
し
た
。

上
位
入
賞

▼
団
体
（
６
位
ま
で
掲
載
）

　
　

軟
式
野
球　
　
　
　
　

２
位

　
　

空
手
道　
　
　
　
　
　

２
位

　
　

弓
道　
　
　
　
　
　
　

３
位

　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子　

５
位

　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
女
子　

５
位

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子　

５
位

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子　

５
位

　
　

サ
ッ
カ
ー　
　
　
　
　

５
位

　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子　

５
位

　
　

銃
剣
道　
　
　
　
　
　

５
位

　
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子　

５
位

　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
女
子　

５
位

▼
個
人
（
３
位
ま
で
掲
載
・

　
　
　
　
　

町
内
関
係
者
の
み
・
敬
称
略
）

　

○
陸
上

　
　

男
子
40
歳
代
１
０
０
ｍ　

   　
　
　

　
　
　

３
位　

野
畑 

光
晴

　
　

男
子
29
歳
以
下
三
段
跳

　
　
　

３
位　

嶋
田 
昇

　
　

男
子
40
歳
代
砲
丸
投

　
　
　

３
位　

告 

𠮷
弘
　
　

　
　

男
子
30
〜
49
歳
４
０
０
ｍ
Ｒ
　
　
　

　
　
　
３
位　

野
畑
光
晴
・
森
山
泰
宜
・

　
　
　
　
　
　

木
野
輝
雄

　

○
水
泳

　
　

男
子
25
歳
未
満
50
ｍ
自
由
形

　
　
　

優
勝　

菊
川 

浩
平

　
　

女
子
25
歳
以
上
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　
　

２
位　

亀
山 

恵
里
華

　
　

男
子
65
歳
以
上
50
ｍ
平
泳
ぎ

　
　
　

２
位　

宮
本 

英　

　
　

女
子
25
歳
以
上
50
ｍ
平
泳
ぎ　
　
　

　
　
　

３
位　

岡
本 

祐
香
里

　
　

男
子
25
歳
以
上
２
０
０
ｍ
M
Ｒ　

    

　
　
　

３
位　

今
村
郁
己
・
釜
貴
宏
・

　
　
　
　
　
　

宮
本
武
蔵　

10
月
１
日
か
ら

区分 具体例

身体的虐待 ○身体に傷やあざを与える行為　○平手打ちする　○殴る
○蹴る　○つねる　○縛りつける　○過剰な投薬　など

性的虐待 ○表面上は同意しているように見える性的な行為　○キスをする
○本人の前でわいせつな言葉を発する　○裸にする　など

心理的虐待 ○「バカ」など侮辱する言葉を浴びせる　○怒鳴る　○ののしる
○子ども扱いする　○意図的に無視する　など

放棄・放任
（ネグレクト）

○身辺の世話や介助をしない　○食事や水分を十分に与えない
○汚れた服を着させ続ける　○福祉サービスや医療を受けさせない　など

経済的虐待 ○本人が希望する金銭の使用を理由なく制限する
○年金や賃金を渡さない　○本人の財産を不当に処分する　など

◆虐待に該当する行為

住宅用 中小企業用
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芦 北 町 文 化 祭 開 催
◆日時　10月27日（土）、28日（日）
　　　　午前９時〜午後７時（28 日は午後３時まで）
◆場所　しろやまスカイドーム

文
化
講
演
会

▼
期
日　

11
月
３
日
（
土
）
文
化
の
日

▼
時
間　

午
後
６
時
30
分
（
開
場 

午
後
６
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
午
後
８
時

▼
場
所　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

▼
演
題　
「
国
防
と
防
災
ー
我
々
は
何
を
考
え
、
備
え
る
べ
き
か
ー
」

《プロフィール》
昭和 25 年２月 10 日、津奈木町生まれ。八代高校、
防衛大学校を卒業後、昭和 47 年自衛隊入隊。第９師
団長（青森県）、中部方面総監（兵庫県）、陸上幕僚長
などを経て平成 21 年３月に第３代統合幕僚長に就任。
東日本大震災で自衛隊 10 万人の陣頭指揮を執る。平
成 24 年１月 31 日退官。現在、防衛大臣補佐官。

防
衛
大
臣
補
佐
官

前
自
衛
隊
統
合
幕
僚
長

（
津
奈
木
町
出
身
）

折お
り
き木

　
良
り
ょ
う
い
ち一 

氏

28 日（日）
　郷土芸能発表会　　　　  9:00 〜
　青少年主張発表会　　    11:00 〜

＊問い合わせ先
　芦北町社会教育センター　☎（８２）２２１３

10 月 27 日（土）　
　オープニングセレモニー  　　9:00 〜
　開会式　　　　　　　　　　  9:30 〜　
　文化協会発表会　　　　　　10:00 〜

　

江
戸
時
代
か
ら
、肥
後
と
薩
摩
の
人
・

物
・
文
化
を
結
び
、
豊
臣
秀
吉
や
天
璋

院
篤
姫
、
西
郷
隆
盛
、
坂
本
龍
馬
な
ど

の
偉
人
も
通
っ
た
と
い
う
薩
摩
街
道
。

こ
の
歴
史
回
廊
の
散
策
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
鹿
児
島
県
北
薩
地
域
と
連

携
し
て
「
第
５
回
薩
摩
街
道
歴
史
ふ
れ

あ
い
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
す
。
偉

人
た
ち
が
残
し
た
足
跡
を
た
ど
り
な
が

ら
、
両
地
域
の
歴
史
や
魅
力
を
感
じ
て

く
だ
さ
い
。

　

ゴ
ー
ル
の
一
つ
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
で

は
、
水
俣
芦
北
地
域
の
う
ま
か
も
ん
や

く
ま
モ
ン
が
登
場
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

◆時間　　午前 10 時 30 分～午後３時
◆会場　　ＪＡあしきたファーマーズマーケット「でこぽん」
　　　　　※小雨決行（雨天の場合はグルメバザーのみ実施予定）
◆内容　①ステージ
　　　　　・芦北保育園和太鼓
　　　　　・スタジオバイラスダンス
　　　　　・「野田かつひこ」ライブ　
　　　　　・八代白百合高校吹奏楽部　
　　　　　・秀岳館雅太鼓
　　　　②グルメバザーコーナー
　　　　　・世界のグルメバザー　
　　　　　※イギリス、アイルランド、カンボジア、韓国など
　　　　③世界の迷

• •
品バザー

　　　　④展示ブース
　　　　　・韓国文化紹介ブース・世界の衣装試着ブース
　　　　　・海外写真展・ＪＩＣＡパネル展示
　　　　⑤その他
　　　　　・大野小児童による「カンボジア募金米」の販売
＊問い合わせ先
　芦北町国際交流協会事務局（企画財政課内）
　☎（８２）２５１１（内線２５２）

第 11 回芦北町国際交流まつり

も
同
時
開
催
し
ま
す
。
こ
の
歴
史
あ
る

薩
摩
街
道
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
開
催
日　

12
月
２
日
㈰

▼
ウ
ォ
ー
ク
コ
ー
ス　

全
５
コ
ー
ス

▼
参
加
料　
　

１
，
０
０
０
円

（
中
学
生
以
下
５
０
０
円
）

▼
申
込
期
限　

11
月
９
日
㈮

薩
摩
街
道
を
歩
い
て
歴
史
を
感
じ
て
み
よ
う

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　
　
　

　

薩
摩
街
道
歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　

熊
本
県
実
行
委
員
会

　
（
芦
北
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課
内
）

　

☎
（
８
２
）
４
４
４
５

コース 距離（Km） 時間 定員

１コース　佐敷太郎を越えて 
　　難関トレッキングコース 10 4 100

２コース　津奈木太郎を越えて
　　チャレンジトレッキングコース
 ※舞鶴城公園散策コースもあります

12 4 100

３コース　歌坂を越えて
　　歴史体感ウォークコース 12 3 200

４コース　県境を越えて　
　　ふれあいウォークコース 14 3 250

５コース　川内川を渡る
　　西郷お狩り場コース 18 5.5 150

▶
昨
年
の
歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

▲ ▼昨年の国際交流まつり

※写真は昨年の文化祭の様子です。

11 月４日（日）

＊問い合わせ先
　芦北町社会教育センター　☎（８２）２２１３

※書道、写真、絵画、短歌などの
　作品展示もあります。
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芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

漆
川
内
焼
窯
跡

　

江
戸
時
代
に
大
野
地
区
で
陶
磁
器
が
焼

か
れ
て
い
た
の
は
ご
存
知
で
す
か
。
今
回

は
、幻
の
焼
物
と
い
わ
れ
た
漆
川
内
焼（
う

す
の
こ
ち
や
き
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

漆
川
内
焼
は
、
昭
和
41
年
（
１
９
６
６

年
）
に
故
牛
島
盛
光
氏
（
熊
本
学
園
大
名

誉
教
授
）
に
よ
っ
て
窯
跡
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
の
調
査
で
、
窯
跡
は
、
長

さ
15
〜
16
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
登
り
窯

で
、
天
明
３
年
（
１
７
８
３
年
）
段
階
で

は
焼
成
室
が
４
部
屋
の
窯
が
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
の
き
っ
か
け
は
、
安
永
７
年

（
１
７
７
６
年
）
４
月
に
漆
川
内
村
の

甚
平
が
焼
物
生
産
の
許
可
を
願
い
出
て
、

市
野
瀬
村
の
忠
左
衛
門
が
生
産
を
請
け

（
芦
北
町
指
定
史
跡

　

平
成
13
年
３
月
29
日
指
定
）

⑰

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

負
っ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
天
明
２
年

（
１
７
８
２
年
）11
月
に
は
、波は

さ

み
佐
見
焼（
長

崎
県
波
佐
見
町
）
の
焼
物
師
３
人
を
雇
い

入
れ
て
本
格
的
に
生
産
を
開
始
し
、
翌
年

に
は
経
営
者
が
佐
敷
町
別べ

っ
と
う当（

町
の
幹
部
）

の
塩
屋
貞
右
衛
門
に
代
わ
り
、
当
時
葦
北

郡
に
も
多
く
流
入
し
て
い
た
肥
前
（
現
在

の
長
崎
県
と
佐
賀
県
）
の
焼
物
に
対
抗
す

る
と
い
う
名
目
で
、葦
北
郡
の
惣
庄
屋（
今

で
い
う
町
長
）
６
人
を
巻
き
込
ん
で
、
藩

当
局
へ
生
産
振
興
の
融
資
を
申
請
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
古
文
書
や
伝

承
が
無
く
、
窯
は
短
期
間
で
閉
鎖
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
ゆ
え
に
幻
の
焼
物
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
生
涯
学
習
課
で
は
漆
川
内
焼
の

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
資

料
が
足
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
お

宅
に
次
の
よ
う
な
古
い
陶
磁
器
は
伝
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
か 

。
特
徴
は
、
①
茶
碗
や

皿
が
多
く
、
大
き
さ
と
し
て
は
直
径
５
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
も
の
が
多
い 

②
色
は
、
や
や
黄
色
が

か
っ
た
深
い
緑
色（
オ
リ
ー
ブ
グ
リ
ー
ン
）

が
多
い 

③
花
柄
な
ど
の
白
い
文
様
の
も

の
が
あ
る 

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
芦

北
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
写
真
が
見
ら
れ

ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　

秋
が
来
て
朝
夕
ず
い
ぶ
ん
涼
し
く
な

り
ま
し
た
。
韓
国
は
秋
に
お
盆
を
迎
え

ま
す
。
今
月
は
秋
夕
（
チ
ュ
ソ
ク
）
と

呼
ば
れ
る
韓
国
の
お
盆
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
秋
夕
（
チ
ュ
ソ
ク
）
は
韓
国

人
に
と
っ
て
韓
国
の
お
正
月
（
ソ
ル
ナ

ル
）
と
並
ぶ
代
表
的
な
行
事
で
す
。

　

秋
夕
（
チ
ュ
ソ
ク
）
も
日
本
の
お
盆

と
同
じ
く
８
月
15
日
で
す
が
、
旧
暦
を

使
う
の
で
毎
年
日
に
ち
が
変
わ
り
今
年

は
９
月
30
日
で
し
た
。
毎
年
、
秋
夕

（
チ
ュ
ソ
ク
）
当
日
と
そ
の
前
後
１
日

ず
つ
が
祝
日
と
な
り
、
親
戚
一
同
が
故

郷
に
集
ま
り
ま
す
。
都
会
に
住
む
人
た

ち
は
故
郷
に
い
る
家
族
と
過
ご
す
た
め

に
帰
省
を
し
ま
す
。
首
都
圏
か
ら
お
よ

そ
１
千
万
人
が
移
動
す
る
の
で
、
民
族

大
移
動
と
も
い
い
ま
す
。
故
郷
に
帰
っ

て
か
ら
、
茶
礼
（
チ
ャ
レ
）
と
い
う
先

祖
の
祭
事
を
し
た
り
、
墓
参
り
を
し
た

り
、秋
の
収
穫
に
感
謝
し
た
り
し
ま
す
。

穀
物
や
栗
、
柿
、
梨
な
ど
の
果
物
が
実

る
時
期
で
す
の
で
、
ご
ち
そ
う
を
食
べ

ま
す
。
代
表
的
な
秋
夕
（
チ
ュ
ソ
ク
）

の
食
べ
物
は
「
ソ
ン
ピ
ョ
ン
」
で
す
。

も
ち
米
で
作
っ
た
皮
に
栗
・
ゴ
マ
な
ど

の
具
を
包
ん
だ
も
の
を
松
葉
の
上
に
乗

せ
て
蒸
し
た
お
餅
で
す
。
こ
の
ソ
ン

ピ
ョ
ン
を
き
れ
い
に
作
る
と
、
可
愛
い

娘
を
産
む
と
い
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

女
の
子
た
ち
は
気
合
を
入
れ
て
真
剣
に

作
り
ま
す
。
夜
に
な
る
と
、
満
月
を
見

上
げ
て
願
い
事
を
す
る
こ
と
も
秋
夕

（
チ
ュ
ソ
ク
）
に
必
ず
や
る
こ
と
の
一

つ
で
す
。

　

時
期
や
食
べ
物
な
ど
違
う
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
故
郷
に
帰
っ
て
家
族
が

集
ま
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

は
韓
国
も
日
本
も
一
緒
で
す
ね
。

　

で
は
、
ま
た
来
月
！

（
第
５
回
）▲韓国の餅「ソンピョン」

▲漆川内焼窯で焼かれた漆川内焼

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
充
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、「
風
邪
」
の
一

種
で
す
が
、
せ
き
、
の
ど
の
痛
み
、
高
熱

の
ほ
か
、
関
節
痛
、
寒
気
、
お
う
吐
、
食

欲
不
振
な
ど
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。
普

通
の
風
邪
と
比
べ
て
症
状
が
重
く
、肺
炎
、

脳
症
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
、特
に
小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢
者
、

慢
性
の
病
気
が
あ
る
人
（
心
臓
、
肺
、
腎

臓
の
病
気
な
ど
が
あ
る
人
）
に
と
っ
て
は

注
意
が
必
要
な
病
気
の
一
つ
で
す
。

　

予
防
接
種
を
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル

　

予
防
接
種
を
す
る
こ
と
で
、
エ
ン
ザ
に

か
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
か

か
っ
て
も
症
状

が
重
く
な
る
こ

と
や
、
合
併
症

を
予
防
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

　
　
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
法

①
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
手
洗
い
、
う
が
い

　

を
す
る

②
人
ご
み
を
な
る
べ
く
避
け
る

③
マ
ス
ク
を
活
用
し
、
自
分
の
体
に
ウ
イ

　

ル
ス
が
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
す
る
、

　

人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
す
る

④
栄
養
や
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
体
力
を

　

落
と
さ
な
い
よ
う
す
る

⑤
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
・

　

低
湿
を
好
む
の
で
、
部　

屋
に
加
湿
器

　

を
置
く
な
ど
部
屋
の
湿　

度
に
気
を
付

け
る

⑥
予
防
接
種
を
受
け
る

【
町
内
で
接
種
す
る
人
へ
の
助
成
】

●
対
象
者　

生
後
６
カ
月
以
上
16
歳
未
満

　
（
中
学
３
年
生
以
下
）と
60
歳
以
上
の
人

●
助
成
対
象
者
負
担
額　

１
回
９
０
０
円

※
助
成
対
象
者
で
生
活
保
護
者
は
無
料
で

　

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保

　

健
セ
ン
タ
ー
、
役
場
福
祉
課
、
田
浦
基

　

幹
支
所
、
大
野
出
張
所
、
吉
尾
出
張
所

　

に
保
護
証
明
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

　

い
。（
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

※
11
月
30
日
㈮
ま
で
が
予
約
期
間
で
す
。

　

予
防
接
種
を
希
望
す
る
人
は
必
ず
予
約

　

し
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
町
外
で
接
種
す
る
人
へ
の
助
成
】

●
対
象
者　

65
歳
以
上
の
人
（
健
康
状
態

　

は
問
い
ま
せ
ん
）
お
よ
び
60
歳
以
上
65

　

歳
未
満
の
人
の
う
ち
一
定
の
障
害
を
有

　

す
る
人
で
、
施
設
入
所
な
ど
の
た
め
移

　

動
が
で
き
な
い
人
、
ま
た
は
か
か
り
つ

　

け
医
が
町
外
に
あ
る
人

※
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
手
続
が
必 

　

要
で
す
の
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

　

い
合
せ
く
だ
さ
い
。（
保
健
セ
ン
タ
ー

　

へ
直
接
来
ら
れ
る
場
合
は
印
鑑
を
ご
持

　

参
く
だ
さ
い
。）

平
成
24
年
度
町
民
体
育
祭
結
果

● 

開
催
日　

９
月
９
日
㈰

● 

場
所  

熊
本
ク
ラ
ウ
ン
ゴ
ル
フ　

　
　
　
　

倶
楽
部

 　

優
勝　

佐
敷
体
協　

 　

２
位　

田
浦
体
協　

 
 　

３
位　

湯
浦
体
協

 　

４
位　

大
東
体
協

【
ゴ
ル
フ
大
会
】

水
俣
・
芦
北
圏
域

「
糖
尿
病
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

▼
期
日　

10
月
27
日
㈯

▼
場
所　

水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
基
調
講
演（
午
後
２
時
〜
）

　

演
題「
糖
尿
病
の
ウ
ソ
・
ホ
ン
ト
」

　

講
師　

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

糖
尿
病
内
分
泌
内
科

　
　
　
　

所
長　

西
田
健
朗 

氏

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
午
後
２
時
30
分
〜
）

○
糖
尿
病
予
防
、健
康
づ
く
り
の
啓
発

ブ
ー
ス（
午
後
１
時
〜
午
後
２
時
、午
後
３

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
）

○
血
糖
検
査
、
体
組
成
検
査
、
歯
周
病
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
健
康
づ
く
り
関
係
な

ど
の
パ
ネ
ル
展
示

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

水
俣
保
健
所

　

☎
（
６
３
）
４
１
０
４

＊
問
い
合
わ
せ
先

    

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎（
８
６
）０
２
０
０



15　広報あしきた 広報あしきた　14

お 知 ら せ
　

　
田浦子育て支援センター  11 月の行事

※支援センターは、未就園児と保護者なら誰でも利用
できます。一時保育も行っています。
◆センター利用時間　毎週月曜日～金曜日
午前９時 30 分～正午　午後２時 45 分～午後５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

お 知 ら せ

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
で
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
な
ど
の

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
秋
募
集
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
締
切
は
11
月
５

日
㈪
で
す
。

○
青
年
海
外
協
力
隊

▼
応
募
資
格　

満
20
歳（
平
成
25
年
４
月

１
日
時
点
）か
ら
満
39
歳（
平
成
24
年
11
月

５
日
時
点
）で
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

○
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▼
応
募
資
格　

満
40
歳
か
ら
満
69
歳

（
２
０
１
２
年
11
月
５
日
時
点
）
で
日
本

国
籍
を
有
す
る
人

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

企
画
財
政
課　

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
５
２
）

　

国
際
協
力
機
構
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州

　

☎
０
９
３
（
６
７
１
）
８
３
４
９

　

芦
北
町
は
、
浄
化
槽
設
置
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。
設
置
を
希
望
す

る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

農
業
集
落
排
水
処
理
区
域
内
で
は
補

助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
区
域
内
で
、

ま
だ
集
落
排
水
に
接
続
し
て
い
な
い
場

合
は
、
つ
な
ぎ
込
み
の
検
討
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
対
象
区
域　

芦
北
町
全
域

※
原
則
、
農
業
集
落
排
水
地
域
を
除
き

ま
す
。

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

川
や
水
路
、道
路
の
側
溝
な
ど
へ

農
薬
を
流
さ
な
い
で

　

平
成
24
年
度
に
原
木
の
販
売
を
予
定
し

て
い
た
山
神
平
町
有
林
の
隣
接
地
で
、
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
造
成
工
事
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。
車
両
の
安
全
を
考
慮
し
、

今
年
度
の
販
売
は
中
止
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課　

林
務
水
産
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
７
２
）

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
、
10
月

１
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
最

低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の
事
業
所
、
労

働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

川
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
っ

て
、
き
れ
い
に
保
た
れ
、
多
く
の
生
き
物

が
生
息
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
農
薬

な
ど
が
原
因
で
大
量
の
魚
が
死
ぬ
と
い
う

事
故
が
、
た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
す
。

川
は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で
す
。
地
下

水
や
海
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
河

川
の
良
好
な
水
環
境
を
保
つ
た
め
、
農
薬

は
川
や
水
路
、
側
溝
な
ど
に
は
絶
対
に
流

さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
河
川
の
異
状
を
発
見
し
た
時
は

　

い
つ
、ど
こ
で
、ど
の
よ
う
な
状
態
か
を

確
認
の
う
え
、
速
や
か
に
住
民
生
活
課
環

境
対
策
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
速
や
か

な
連
絡
が
、
被
害
の
拡
大
防
止
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課　

環
境
対
策
室

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
４
７
）

 ２日（金）
８日（木）
15日（木）
21日（水）
29日（木）

絵本の読み聞かせ
みどりの里へ行こう（クッキング体験）
絵の具で遊ぼう
30日（金）お楽しみ会の練習をしよう
身体測定・誕生会

～

　

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の
展
示
室
で
は
、

自
主
講
座
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

【
芦
北
写
真
愛
好
会
に
よ
る
写
真
】

▼
期
間　

11
月
１
日
㈭
〜
11
月
30
日
㈮

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

芦
北
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
８
２
）
２
２
１
３

  

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
展
示
室
案
内

　

介
護
の
必
要
な
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
人
に
、
介
護
慰
労
金
お
よ
び
介

護
用
品
を
支
給
し
ま
す
。

　

次
の
支
給
要
件
に
全
て
該
当
す
る
方
は

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
基
準
日　
　

平
成
24
年
10
月
１
日

◆
支
給
基
準

・
基
準
日
現
在
本
町
に
居
住
し
、
か
つ
、

本
町
に
住
民
票
が
あ
る
人

・
介
護
保
険
の
要
介
護
４
ま
た
は
５
に
相

当
す
る
人
を
同
居
し
て
１
年
以
上
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
人

・
要
介
護
者
と
介
護
し
て
い
る
家
族
が
と

も
に
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

・
介
護
慰
労
金
に
つ
い
て
は
、
過
去
１
年

間
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
な

　
家
族
介
護
慰
労
金
お
よ
び

　
介
護
用
品
支
給
申
請

　
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

浄
化
槽
設
置
希
望
者
募
集

農
業
集
落
排
水
つ
な
ぎ
込
み
推
進

　
「
国
際
交
流
茶
屋
」
は
、
芦
北
町
に
住

ん
で
い
る
外
国
人
（
国
際
交
流
員
・
外
国

語
指
導
助
手
・
海
外
研
修
員
）
が
自
身
の

国
の
こ
と
を
紹
介
し
、
皆
さ
ん
と
交
流
す

る
場
で
す
。
外
国
に
つ
い
て
知
り
た
い
、

外
国
の
人
と
交
流
し
た
い
人
は
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
31
日
㈬

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

▼
場
所　

薩
摩
街
道
佐
敷
宿
交
流
館

　
　
　
　
「
桝
屋
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー
館

▼
参
加
費　

３
０
０
円
（
お
茶
代
込
み
）

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

企
画
財
政
課　

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
２
５
２
）

　「
国
際
交
流
茶
屋
」
開
催

▼
補
助
額
（
浄
化
槽
：
専
用
住
宅
の
場
合
）

　

５
人
槽　

53
万
２
千
円

　

７
人
槽　

61
万
４
千
円

　

※
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
転
換
す
る
場
合
は
、
前
記
の
補
助

額
に
９
万
円
を
加
算
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
：

随
時
（
予
算
上
限
額
に
達
し
た
時
点
で
終

了
し
ま
す
）
農
業
集
落
排
水
事
業
：
随
時

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
係

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
６
１
）

か
っ
た
人

◆
介
護
慰
労
金　

１
世
帯　

20
万
円

◆
介
護
用
品　

１
人
当
た
り 

10
万
円
分

◆
申
込
期
限　

11
月
16
日
㈮

※
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課　

介
護
保
険
係　

　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１
（
内
線
１
４
６
）

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
し
た
と

き
は
、
契
約
後
に
権
利
取
得
者
（
買
主
）

が
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
届
出
の
必
要
な
取
引

　

売
買
、
交
換
、
売
買
予
約
、
譲
渡
担
保
、

代
物
弁
済
な
ど

○
届
出
の
必
要
な
土
地
の
面
積

　

都
市
計
画
区
域　

５
千
㎡
以
上

　

都
市
計
画
区
域
外　

１
万
㎡
以
上

○
届
出
期
限

　

契
約
（
予
約
を
含
む
）
締
結
日
か
ら

　

２
週
間
以
内
（
締
結
日
を
含
み
ま
す
）

○
届
出
窓
口

　

芦
北
町
役
場
企
画
財
政
課

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
財
政
課　

政
策
推
進
室

　

☎（
８
２
）２
５
１
１（
内
線
２
５
３
）

　

熊
本
県　

地
域
振
興
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
１
８
１

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

開
催
１
年
前
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

シ
イ
タ
ケ
原
木（
ク
ヌ
ギ
）販
売
中
止

県
環
境
セ
ン
タ
ー
11
月
の
イ
ベ
ン
ト

　

来
年
秋
に
熊
本
県
で
開
催
予
定
の
第
33

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
に
向
け
た

機
運
を
高
め
る
た
め
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

【
記
念
放
流
行
事
】

　

当
日
来
場
の
人
も
先
着
受
付
順
で
魚
の

放
流
に
参
加
で
き
ま
す
。
会
場
周
辺
で
は

物
産
展
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
28
日
㈰ 

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
護
岸

【
２
０
１
２
く
ま
も
と
農
業
フ
ェ
ア
＆
海

づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
】

　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
水
産
加
工
品
の

試
食
・
販
売
、
タ
ッ
チ
ン
グ
プ
ー
ル
、
く

ま
モ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
投
票
な
ど
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
。
10
月
28
日
㈰
に

は
海
鮮
鍋
の
提
供
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰　
　
　

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

熊
本
県
農
業
公
園

　
　
　
　
「
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク
」

▼
入
場
料　

無
料

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

第
33
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

　

熊
本
県
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
５
９

【
サ
ラ
ダ
た
ま
ね
ぎ
植
え
付
け
体
験
】

　

芦
北
水
俣
地
域
の
特
産
品
で
あ
る
サ
ラ

ダ
た
ま
ね
ぎ
の
栽
培
を
無
農
薬
に
こ
だ
わ

り
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
体
験
し
ま

す
。
栽
培
を
通
し
て
、
食
と
自
然
の
つ
な

が
り
や
環
境
の
大
切
さ
を
学
習
し
ま
す
。

来
年
４
月
の
収
穫
を
目
指
し
て
、
挑
戦
し

ま
せ
ん
か
。

▼
期
日　

11
月
18
日
㈰

▼
場
所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

▼
募
集　

20
組
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
未
経
験
者
を
優
先
）

▼
参
加
費　

２
千
円
／
１
う
ね

▼
申
込
期
限　

10
月
31
日
㈬

【
芦
北
海
岸
自
然
観
察
会
】

　

あ
し
き
た
青
少
年
の
家
を
起
点
に
芦
北

海
岸
県
立
自
然
公
園
を
散
策
し
ま
す
。
専

門
家
の
詳
し
い
解
説
で
海
岸
植
物
を
観
察

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
昼
食
は
地
元
産
の
食

材
を
使
用
し
た
「
え
び
め
し
」、「
具
だ
く

さ
ん
み
そ
汁
」
を
用
意
し
ま
す
。

▼
期
日　

11
月
23
日
㈮

▼
場
所　

あ
し
き
た
青
少
年
の
家
周
辺

▼
募
集　

30
人
程
度

▼
参
加
費　

大
人
４
０
０
円
、
高
校
生
以

下
３
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

＊
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
２
）
２
０
０
０

▼
時
間
額　

６
５
３
円

　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
対
応
し
た
賃

金
の
引
き
上
げ
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の

支
援
と
し
て
、
経
営
と
労
働
の
両
面
に
も

対
応
で
き
る
無
料
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま

し
た
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

八
代
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
６
５
（
３
２
）
３
１
５
１
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　  氏　　名　　     死亡日       　 年齢　　　   区

宮下　末太　　　 ９.　 ２　　　８３　　　田川
藤崎　滿　　　　 ９.　 ３　　１０１　　　田浦町１
山下　武彦　　　 ９.　 ４　　　９２　　　八幡
一口　政己　　　 ９.　 ４　　　８７　　　大岩二
岩本　ツヤ子　　 ９.　 ４　　　８９　　　岩屋川内
浪﨑　ハツ子　　 ９.　 ５　　　７３　　　小田浦６
溝部　俊光　　　 ９.　 ７　　　９２　　　田川
桑鶴　時義　　　 ９.　 ７　　　８１　　　海浦１
松岡　シズ子　　 ９.　 ８　　　９２　　　白木
白坂　貢　　　　 ９. １２　　　７９　　　白岩
小林　ツヤヲ　　 ９. １６　　　９１　　　大川内東
溝下　モモエ　　 ９. １９　　　６６　　　田浦３
白村　貞記　　　 ９. ２０　　　８２　　　西告
河口　フサノ　　 ９. ２１　　　９０　　　計石東
德島　正則　　　 ９. ２１　　　８６　　　大岩二
上　　敏子　　　 ９. ２２　　　７３　　　大尼田
有本　つね　　　 ９. ２３　　　９８　　　諏訪
福田　ツタエ　　 ９. ２４　　　８８　　　小田浦６
太田　マサエ　　 ９. ２４　　　８３　　　海浦１
楠原　邦子　　　 ９. ２５　　　７４　　　新町
溝上　キクノ　　 ９. ２５　　　９３　　　大野
福田　鐡義　　　 ９. ２８　　　７６　　　計石西
井川　長年　　　 ９. ２９　　　９６　　　米田

　氏　　名　　 出生日  　 性別　  保護者　　  区

岡﨑　煌
こ う が

芽　　９.　 ２　　男　　  道夫　　  諏訪

濱崎　連
れ ん た ろ う

太朗　９.　 ５　　男　　  元樹　　  田浦町３

綱田　湊
そ う た

太　　９.　 ７　　男　　  圭吾　　  高岡南

中俣　沙
さ や

弥　　９. １１　　女　　  聖博　　  小田浦２

迫本　碧
あ お と

人　　９. １１　　男　　  昌文　　  小田浦３

渕上　愛
あ み

心　　９. １１　　女　　  仁喜　　  湯浦東

早川　楓
ふ う ま

馬　　９. ２０　　男　　　敬　　　芦北

德尾　燈
と う か

花　　９. ２１　　女　　  裕史　　  大野

新村　レオナ　９. ２２　　男　　  敏彦　　  花岡西

　

１９，５９０人
９，１４８人

１０，４４２人
７，０９４人

７，５７３世帯   

人　口
男
女

65 歳以上
世   帯   数

人口の動き（H24.10.1 現在）　（　）内は前月比

お 誕 生 お め で と う
H24.9.1 ～ 9.30 受付分（敬称略）受付件数 10 件

※本町窓口に届出をした人で、承諾を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課秘書広
　報係までご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈りし ま す
H24.9.1 ～ 9.30　受付分（敬称略）受付件数 26 件

※本町窓口に届出をした人で、掲載の承諾を得た人を掲載しています。

【
芦
北
短
歌
会
】

こ
の
年
も
人
無
き
家
に
咲
き
誇
る
オ
ー
シ
ャ
ン
ブ
ル
ー
の
紫
揺
れ
て　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
ふ
ゆ
子

色
づ
き
て
た
わ
わ
に
実
る
柿
と
稲
日
々
ふ
か
み
ゆ
く
秋
の
想
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
頭　

圭
子

雨
の
日
を
テ
レ
ビ
に
う
つ
る
国
会
の
激
し
き
論
戦
は
ら
は
ら
と
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
宮　

和
江

ゆ
う
ら
ゆ
ら
け
や
き
の
影
に
腰
お
ろ
し
本
を
読
み
い
る
茶
髪
の
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

洋
子

あ
れ
こ
れ
と
惣
菜
作
り
の
気
も
萎
え
て
夫
亡
き
膳
の
空
し
き
夕
餉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
島　

住
子

短

歌

【
町
民
講
座
】

「
若
鮎
」　　
　
　
　
　
　

大
崎
美
千
代

書
道
（
か
な
）

　
【
田
浦
短
歌
会
】

　

息こ
子
に
ひ
か
れ
星
野
美
術
館
を
見
学
す
詩
画
の
向
日
葵
に
去
り
が
た
く
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
本
ナ
ミ
エ

　

男
ら
の
出
か
け
ゆ
き
た
る
庭
先
に
黒
蛇
悠
然
と
の
び
わ
た
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

良
子

　

夜
毎
き
て
畑
を
あ
ら
す
は
狢

む
じ
な

と
う
姿
見
せ
ね
ば
尚
も
腹
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
田　

圭
一

　

子
ど
も
ら
に
見
舞
わ
れ
し
日
は
眼
を
開
き
涙
ぐ
み
つ
つ
笑
み
し
夫
は
や　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
キ
ミ
子

　

お
お
か
た
の
花
の
名
思
い
出
せ
ぬ
ま
ま
季と

き

く
れ
ば
咲
く
花
を
愛
し
む　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
走　

チ
ミ

芦
北
警
察
署

芦
北
消
防
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

編　

集　

後　

記

　

今
月
号
に
掲
載
し
て
い
る
百
歳

の
お
２
人
は
と
て
も
元
気
。
た
っ

し
ゃ
か
で
す
。
お
２
人
に
共
通
す

る
の
は
友
人
と
楽
し
く
お
し
ゃ
べ

り
す
る
こ
と
と
人
生
を
楽
し
む
こ

と
。
私
の
取
材
に
も
笑
顔
で
応
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
▼
全
国
民
の

95
％
が
「
自
分
は
幸
福
」
と
感
じ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
国
が
あ

り
ま
す
。
ブ
ー
タ
ン
王
国
で
す
。

こ
の
ブ
ー
タ
ン
王
国
か
ら
２
人
の

公
務
員
が
来
町
し
、
10
月
11
日
か

ら
11
月
６
日
の
期
間
、
日
本
の
地

域
づ
く
り
や
行
政
組
織
の
分
野
を

中
心
に
芦
北
町
で
研
修
し
ま
す
。

▼
あ
と
２
カ
月
半
で
今
年
も
終
わ

り
ま
す
。皆
さ
ん
は
今
年
の
目
標
、

を
達
成
し
ま
し
た
か
。私
は
目
標
に

し
て
い
た
こ
と
が
ま
だ
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、残
り
少
く
な
っ
た
今
年

を
日
々
楽
し
み
、学
び
、笑
顔
で
過

ご
そ
う
と
思
い
ま
す
。（
寺
川
）

☎（
８
２
）３
１
１
０

（−３２）
　（−１４）
　（−１８）

（＋１３）
　（　−９）

ご
存
じ
で
す
か
？『
消
防
水
利
』

　

消
防
水
利
と
は
、
火
災
が
発
生

し
た
時
に
消
火
活
動
に
使
用
す
る

水
を
供
給
す
る
も
の
で
、
消
火
活

動
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

消
防
水
利
の
種
類
と
し
て
、
消

火
栓
、
防
火
水
槽
、
海
や
川
、
学

校
の
プ
ー
ル
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
道
路
脇
や

交
差
点
、
歩
道
上
に
あ
り
、
標
識

が
設
置
さ
れ
て
い
た
り
蓋
が
黄
色

に
マ
ー
キ
ン
グ
し
て
あ
り
ま
す
。

現
在
、
芦
北
町
に
は
消
火
栓
、
防

火
水
槽
合
わ
せ
て
約
６
０
０
箇
所

あ
り
ま
す
。

消
火
活
動
に
欠
か
せ
な
い

『
消
防
水
利
』

　

消
防
署
で
は
、
定
期
的
に
調
査

を
行
い
、
消
防
水
利
に
異
状
が
な

い
か
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
火
災
発
生
時
に
消
火

栓
や
防
火
水
槽
付
近
へ
の
違
法
な

駐
車
車
両
が
あ
る
と
、
消
火
活
動

に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

消
防
水
利
周
辺
へ
の
駐
車
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　

自
転
車
は
、
多
く
の
人
が
気
軽
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
道
路

交
通
法
上
、
軽
車
両
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、「
車
の
仲
間
」
で
す
。

　

自
転
車
に
乗
る
時
は
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
運
転
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

●
飲
酒
運
転
は
禁
止

　

●
二
人
乗
り
は
禁
止

　

●
並
進
は
禁
止

　

●
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

　

●
信
号
を
守
る

　

●
交
差
点
で
の
一
時
停
止
と
安

　
　

全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

保
護
責
任
者
は
、
児
童
・
幼
児

　

に
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　

さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
自
転
車
は
、車
道
が
原
則
、歩
道

　
は
例
外

　

自
転
車
は
軽
車
両
な
の
で
、
歩

　

道
と
車
道
の
区
別
が
あ
る
と
こ

　

ろ
は
車
道
通
行
が
原
則
で
す
。

②
車
道
は
左
側
を
通
行

　

自
転
車
は
、
道
路
の
左
側
に　

　

寄
っ
て
通
行
し
な
け
れ
ば
い
け

　

ま
せ
ん
。

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

　
寄
り
を
徐
行

　

歩
道
で
は
、
す
ぐ
に
停
止
で
き

　

る
速
度
で
、
歩
行
者
の
通
行
を

　

妨
げ
る
場
合
は
一
時
停
止
し
な

　

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

自
転
車
安
全
利
用
五
則

自
転
車
は
車
の
仲
間
で
す
！

　

〜
自
転
車
も
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
〜

ブータンからの研修員、ツェリン
さん（右）とクンザンさん
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（
再

生
紙

使
用

）
12月２日（日）まで

道の駅たのうら
でんでん
ワイルドセット !! ５５０円

でこぽん
海老チャーハン 
５８０円

道の駅たのうら
たばくまん
石海老チャーハン５５０円 

マリーンスポット M
足あか天むす
 ３００円

味乃なじみ
エビメンチ（改）
 ４５０円

和楽
足赤エビのドリア（サ
ラダ付き） ７５０円

ぎゅーぎゅー亭
いしえび かきあげ丼
６８０円

レストランよしみ
芦北特製丼 
１，３８０円

ビストロパザパ
不知火海のオムライス
 １，０５０円

さるかに合掌亭
石エビのかきあげ＆足赤
エビマヨ定食１，２００円

コラッジオ
ペンネグラタンどんぶり
 ８５０円

大野温泉センター
石えびと野菜のかき揚げ丼
７００円

うたせ船などで獲れるエビを使って水
俣芦北地域の飲食店 22 店舗（うち町
内 12 店舗）が自慢の腕を振るいます。

＊問い合わせ先
水俣芦北地域観光推進協議会

（熊本県芦北地域振興局内）
☎（８２）４４４５

（土日祝日は休み）

＊問い合わせ先
　V・チャレンジリーグ芦北町実行委員会事務局
　平松大輔  ☎（８４）９２００

2012/13 Ｖ・チャレンジリーグ
女子バレーボール熊本大会（芦北会場）

11月11日（日）

　開　　場▶午前 11 時
　試合開始▶正午

 第１試合　上尾メディックス ＶＳ KUROBE アクアフェアリーズ
 第２試合　フォレストリーヴズ熊本  ＶＳ　柏エンゼルクロス

 入場券　
　自由席　一般　　　１，０００円（当日　１，２００円）
　自由席　小中高生　　  ５００円（当日    　   ７００円）

　芦北町民総合センター
　（しろやまスカイドーム）

正午試合開始

海老いろ色フェア

■申込方法
　芦北町公式ホームページから前売券予
約申込書をダウンロード、もしくは役場
本庁舎・田浦基幹支所・しろやまスカイ
ドーム・温泉プール・社会教育センター・
大野出張所・吉尾出張所に設置してあ
る前売券予約申込書にて FA X ま た は 郵
送 で お 申 し 込 み く だ さ い 。
■申込先
Ｖ・チャレンジリーグ芦北町実行委員会  
　チケット担当   坂本九己子　宛
　携帯電話：０８０（８５７４）５６６５
　　　（受付時間午前 10 時～午後５時）
　ＦＡＸ：（８４）０５５９


